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私たちの活動や意見を平和委員会のなかまたちに伝えます 
私たちの会費が日本平和委員会と茨城県平和委員会の活動を支えています 

平和の会ニュース、平和かわら版（ＰＤＦ版）配信しています 
平和のなかまに伝えたいニュースやご意見を事務局にお寄せください ＦＡＸは 029-831-9122 

早い、確実に届くご希望の方はｅＭａｉｌアドレスご連絡ください 

 
 
                                          
 
 
 
 
 

歩いた・学んだ 軍都新宿ウオッチング 
 平和の旅は１３日１４日の１泊２日、新宿ウオッチングでした。１３日午前はスカイバス東京で

丸の内から銀座、皇居周辺１周。好天に恵まれて５０分の楽しいツーリングでした。午後の靖国神

社見学は新宿平和委員会の檜山副会長の案内で神社境内を１時間、「遊就館」は１時間の見学でし

た。 

 夕食パーティーは歌舞伎町の居酒屋“舞舞”の個室で飲み放題。一行１３人の話題はつきません。

泊まりの新宿ワシントンホテルに帰ってからもまだ１２時まで楽しい懇親は続きました。 

 １４日は午前中は新宿平和委員会の檜山副会長の案内で新

宿区平和マップ夏目坂・箱根山コースを歩きました。東京大

空襲の惨状を刻んだ喜久井町観音、防空壕で犠牲になった３

００人を供養する早稲田の観音が当地の人たちの戦災を忘れ

ない慰霊の心を伝えています。 

新宿は陸軍の町。旧尾張家下屋敷跡の戸山公園周辺には軍

楽隊野外音楽堂跡、戸山学校址、将校会議室跡などたくさん

の遺跡が散在していました。 

 

靖国神社は「戦争遺跡」 

 靖国神社は、その施設自体が「忠君愛国」思想を国民に植え付け、戦争謳歌の「場」としての性格を

色濃く持っている。この性格は戦後かなり薄められているとはいえ、いまだに基本的には変わっていな

い。それは付属の「遊就館」を一通り見て回ると明らかだ。戊辰戦争からサンフランシスコ条約締結ま

での戦争を時系列的に展示、日本の侵略の反省はなく、

天皇を神とする「皇国史観」に彩られ、武器、武具、戦

闘機、５０００人の合祀者（A 級戦犯も）の写真、戦死

者の遺書、遺品等などが陳列されている。遊就館のリー

フには「支那事変」「大東亜戦争」「英霊」などの語が平

然と使われ、「米軍を震撼させた挺進爆雷艇（陸軍海上特

攻）」や「インパール作戦とインドの独立」「占守島の戦

い」などのリーフが並べられて、旧日本軍の戦果を誇る

展示がいたるところに見られる。反省の言葉も心情のひ

とかけらも見えない好戦的な特異ゾーンだ。 

 とまれ、時代錯誤の靖国だと侮るなかれ。「彼を知り己

を知れば、百戦危うからず」だ。（S・H） 
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早稲田理工学研内にある慰霊観音

遊就館前で記念撮影 
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最大の省庁ビル、防衛省見学 

２０１１年平和の旅（新宿ウオッチング）の最後のコースは、防衛省（市ヶ谷台）の見学であっ

た。正門を入ると目の前に高さ５０メートルを超すかと思える巨大な石の階段があり、その上に巨

大なビル（庁舎 E棟）が建っている。まるで、戦国時代の安土城のような山城だ。連れの一人が言

った「何か、テロ集団か敵軍が攻めてくるのに備えているみたいだね」と 

見学は外部から、本省などのビルを眺めるだけで、内部が見れたのは、記念館と厚生棟の売店だ

けであった。大臣室がある A棟の玄関前を通るときはカメラ禁止でピリピリしているさまが伝わっ

てきた。 

記念館は元大本営があり、極東国際軍事裁判の法廷になったところ。その講堂に入って、旧軍隊の

勲章や軍刀など遺物を見せられた。国民に威厳を見せつけるように金のかかったものだった。 

午後 3時頃なのに、構内をジョギングしたり、アスレチックしたりしている人が何人もいる。この

人たちの勤務時間はどうなっているんだろう。6 階建ての隊舎だという大きなビルがある。なぜ、

こんなに多くの人が構内で生活しなければいけないのだろう。絶えず、戦闘態勢をとっているのだ

ろうか。国の財政が厳しいと年金や健保の国負担分が削られる一方、防衛費は仕分けの聖域として

対象ともならずに、膨大な税金をぬくぬくと浪費している様がまざまざと見えた。 

（岡田安正） 

 

 

 

 

 

 

活動ごよみ 
 

 

１１・１３、１４ 平和の旅（新宿ウオッチング）

１１・２０ 脱原発県民集会 
（水戸市県青少年会館） 

１１・２２ 平和の会理事会（コープ １５時） 
１２・ ８ 母連「赤紙」配り（土浦駅） 
      １４時からﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷです 
 

縮尺版です 


